
こどもアートスペース開設記念!プレイベントを開催します!!
フラス

高松市美術館はリニューアルオープンに向けて､改修工事中です.リニューアルオープン後には｢こども+(こど

もアートスペース)｣が新設されます｡ここでは､子どもとその保護者をはじめとした誰もが､作ることを楽しめる

プログラムを提供する予定です｡また､子ども向けの美術図書や所蔵作家の絵本など､美術に親しみを持ってもら

えるような本を揃えた読書スペースも設置します｡

現在､新施設のPRを兼ねて､リニューアルオープンプレイベントを開催して

います｡10月31日(土)に､第1弾｢はじめてアート･色で遊ぼう!｣が行われま

した｡このワークショップでは､未就学児の子どもたちを対象として､芸術士の

谷由貴さんと自由に絵を描いてもらいました｡画用紙の色を選ぶことから始ま

り､クレパス､折り紙､マスキングテープ､絵の具と様々な素材を使って､絵を仕

上げていきます｡約2時間夢中に描いた作品はどれも素晴らしい出来上がり｡未

就学児向けワークショップは高松市美術館ではほとんど初めての試みでした
フラス

が､｢こども+(こどもアートスペース)｣開室後にも定期的に開催していきたい

と思える素敵なイベントになりました｡

さて､プレイベントはまだまだ続きます011月28日(土)の.琴_2_町T二蜂嘩_? 【J8-T!

たリハビリを体験しよう!｣では､かがわ総合リハビリテーションセンターの作

業療法士･大野香織さん､橋本千代美さんに､リハビリセンターで行われている

アートを使ったリハビリを紹介してもらい､実際に体験しました｡12月6日(日)

開催の第3弾｢幅允孝トーク&ワークショップ｣では､ブックディレクターの幅
フラス

允孝さんに｢選書｣という仕事についてお話いただいた後､｢こども+に置く本｣

というテーマで皆で選書にチャレンジ｡12月19日(土)と1月30日(土)に行わ

れる｢出張!アートで遊ぼう! ｣では､紙で雪を作って部屋に舞わせたり､部屋を

虹色の布で覆ってみたり､遊びながら色や素材の違いを楽しみます｡開館直前3
プラス

月5日(土)には､｢こども+開室記念ワークショップ看板を作ろう!｣と題して､
プラス

高松市在住の画家･福井秀巳さんと｢こども+｣の看板を､三町ドームで行き交

う人にも手伝ってもらいながら作りあげます｡
プラ又

プレイベントを通して､市民の皆さんが､｢こども+(こどもアートスペース)｣

に､そして高松市美術館に､これまで以上に親しみを持ってもらいたいと思って

います｡プレイベントをそして開館後の高松市美術館をどうぞお楽しみに!

･X･各イへントの詳鰍ま､高松市美術館ホームページをご覧ください｡　　[高松市美術館学芸員石田智子]

谷由員ワ-クショップ

｢はじめてアート色で遊ほう!｣

重野
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卜-ク&ワ-クショップ

｢アートを使ったリハビリを体頓しようF｣
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できやよいワークショップ｢うちわに絵を描こう! ｣

(高松市歴史資料館)

サンクリスタル高松にて､できやよいさんによるワークショッ

プ｢うちわに絵を描こう! ｣のお手伝いをしました｡

竹の骨組みの白いうちわにマジックや絵の具で描いたり､和紙

やスタンプ押ししてエンボス加工した折り紙をコラージュした

り､陽気なサボテンやパンダの顔をした魚など､できさんのオリジ

ナルキャラクターのスタンプを押したり､手形を押したり､思い思

いの材料や手法で描きました蛍光ピンク

や黄色などの明るい色で折染めされた和

紙がとても新鮮で､切ったりちぎったり楽　　　(,)㊨

しんでいました｡

暑い夏を吹き飛ばすすてきなオリジナ

ルうちわが完成し､帰りにはできさん特製

髪留めもお土産にもらい＼みなさん満足顔ニ㌢土整｡_ti I

で帰って行きました｡　　[田中えり子]

7/5芸諾ぎ芸警監禁苦=T_ク参加

7/18-8/9

特別展｢高松市美術館コレクション展2 ･後期

とびだせ!いきものずかん-讃岐漆芸と現代アート｣

(高松市歴史資料館､会期中毎日曜･祝日) ギャラリー　トク

｢いきもの｣をテーマに讃岐漆芸と現代アートを紹介する展覧会

です｡漆芸の超絶技巧による昆虫達や､やきものによるユーモラス

なオパケ達｡江戸時代末期から現代まで､作られた時代も､作家の

年代も手法(彫刻､絵画､写真､やきもの､漆芸)も異なる個性豊かな

｢いきもの｣達です｡なかでも､土屋仁応の古代中国の伝説上のいき

ものと言われる《耕麟/Qilin》は､目に水晶の玉眼を入れ､作品表面

に淡い彩色を施した､伝統的な仏像彫刻の手法で作られた木彫で

す｡襟とした美しきとはかなさを漂わせ､神々しささえ感じさせる

神秘的な作品です｡その前で魅入られたように長い間見つめてい

7/25

た女性の姿が印象的でした｡トークの当日

は､高松でもこの夏一番の暑い日だったの

でしょうか､クーラーが効かず､汗が流れ

お客様から団扇で扇いでいただきながら

のトークとなりました｡暑い中最後までお

付き合いいただき感謝でした｡

[山上紹代】

稲崎栄利子ワークショップ
｢やきものでいきものオブジェをつくろう! ｣

(高松市歴史資料館)

陶芸家･稲崎栄利子さんを講師に迎え､やきもので｢いきもの｣

を作りました｡高齢の方から親子で参加の小さな子ども達まで､

各々が思う｢いきもの｣をデッサンし､型が決まると粘土で形を作

ります｡黒い粘土を基本に､焼くと赤くなる粘土や白くなる粘土､

石英のかけら(焼くと乳白状のガラスに)､小さな粘土のパーツ等

を組み合わせて作品を作ります｡素材の特

性や粘土の扱い方を教わり作り出したの

ですが､なかなか思うように行かず苦労す

る子もいましたが､先生のアドバイスで見

事､コウモリが飛び､長～い鼻のゾウさん　> I

も歩き出しました｡満足そうな子ども達の

顔｡焼き上がりが楽しみだね｡ [山上紹代]　t･,.

2015年4月～11月　⊂iviの主な活動

4/1しびの-と30号発行

5/20-31

特別展
｢高松市美術館コレクション展1 ･前期戦後日本の版画｣

(香川県文化会館､会期中毎日曜日)

美術館から｢おでかけ｣して開催した4つ　　＼＼ ､ l

のコL/クション展のうち､最初の展覧会L"_

｢戦後日本の版画｣のギャラリートークを

担当しました｡｢おでかけ｣した作品は､横

尾忠則､池田満寿夫など作家9人の版画･

ポスター作品計約70点｡そして｢おでかけ｣

先は､番町にある香川壷妄iヒ去表示.去''　　　　チ
罪

場入口を入るとまず横尾忠則の作品から始まります｡作品数が30

点近くと最も多い横尾を中心にトークを考えました｡横尾のポス

ター作品の面白さは､様々な技法を使ったデザインですが､画中に

は作家個人の私的な出来事や人間関係がわかるモチーフもありま

す｡展示されたのは1960 - 80年代の作品で､この頃の横尾を知れ

ばもっと面白いはずです｡資料をまとめている時に偶然､横尾忠則

自伝『ぼくなりの遊び方､行き方』(ちくま文庫)を見つけました｡作

品が出来るきっかけや描きたかったことなど背景がわかり制作秘

話としてトークの役に立ったことは言うまでもありません｡他の

作家7人の版画作品も横尾と同じく60- 80年代の作品が中心で､

同じ版画という技法でも作家が表現する違いなどを見比べること

が出来る展示でした｡　　　　　　　　　　　　[三好ひさ子]

6/6-7/12

特別展
r高松市美術館コレクション展2 ･前期ひとのかたち

-ゼロ年代以降の現代アートを中心に｣

(高松市歴史資料館､会期中毎日曜日) ギャラリートーク

高松市美術館改修工事に伴うおでかけコレクション展の第2弾

として､高松市歴史資料館で約25点の作品が紹介されました｡｢ひ

とのかたち｣という古くから美術の世界で取りあげられている

テーマを､現代アーティスト達は様々な手法で表現してきました｡

そのなかの1点､ヤノベケンジの《ミニアトムスーツ》は社会性の

ある強いメッセージを私達に投げかけていました｡なにやらかわ

いらしい黄色い服を着た子どものロボットが会場入口に展示され

ているなあ｡まるで鉄腕アトムみたい｡などと思って見ていると､

服の上のデジタル数字がカウントしています｡実はこの作品には

ガイガーカウンターが搭載されていて放射線量を測定しているの

です｡1986年におきたチェルノブイリ原発事故の後､ヤノベはそ

の地を訪れ､そこで暮らす男の子に会ったことから制作した作品

です.このように社会的メッセ-ジの強い　~一一;≡司

作品もあれば､作者自身の心を身体の描写

を通して表現した作品､あるいは名画の中

から人物だけを消し去ってしまった作品

など､じつに多彩｡これからも｢ひとのかた

ち｣は永遠のテーマなのでしょう｡

[鈴木典子]



8/2-16

特別展

｢高松市美術館コレクション展1 ･後期トリックと反復｣

(香川県文化会館､会期中毎日曜日)

お出かけコレクション第4弾となる｢ト

リックと反復｣は香川県文化会館で開かれ

ました｡2階の入リロには､草間弓爾生の《無

題(金色の椅子のオブジェ)》が《無限の網

什H》を背景に浮かび上がります｡夏休みに

訪れた親子連れの方たちは､不思議な視覚

体験をもたらす作品やスーパーリアリズ

＼ / /

ム､ライトアート等のトリック的な作品を､色々な角度から眺めた

り､覗き込んだりして楽しんで下さいました｡ユニークな作品たち

との出会いが､現代美術への鑑賞の入り口になって欲しいと思っ

たギャラリートークでした｡　　　　　　　　　　　[冨岡洋子]

四国こどもとおとなの医療センター
9/24　壁画プロジェクト｢海を渡る蝶｣

秋雨の中､善通寺市｢四国こどもとおとなの医療センター｣の壁

画プロジェクト｢海を渡る蝶｣のワークショップに参加しました｡

このプロジェクトは医療センターとお隣にある養護学校の問にあ

る全長50メートル程の壁(養護学校側)に蝶の壁画を描くという

もので､この日は養護学校生たちが本番と同じ技法にチャンレン

ジしました｡その技法は､蝶をかたどった型紙を当ててマスキング

しローラーで色を塗る､というものと､蝶をかたどった型の中に色

とりどりのモザイクタイルを貼るというもの｡ローラーを大胆に

使う生徒や､慎重に色を選んで塗る生徒､タイルを大胆に割る生徒

や､こわごわ割る生徒もいて､それぞれのペースで作業は進みまし

た｡この日は時間と天候の都合で室内での作業までで終了｡後日､

完成した壁画を見たくて､フェスティバルで賑わう医療センター

霊芝芸語意蒜認諾5<芸忘禁竺三　二
のもととなった､繊細でありながらも遠く

へ飛糊する力を持ったアサギマダラその

ものでした｡蝶たちは､ここから卒業して

ゆく学生たちの姿と重なり胸が熱くなり

ました｡　　　　　　　　[高木由貴子]

9/26-27　金沢アートの旅

僕は犬｡くつろいだ様子で隣に立っているのはご主人のロバート.ア

ンドルー様｡流行の水色のドレスを着てロココ椅子に座っているのは輿

様のフランシス様o結婚したばかりの､このお二人を描いたのは､トーマ

ス･ゲインズバラさんoロンドンで絵画を学んでいたゲインズバラさん

は､お父さんが亡くなって故郷のサフォーク･サドベリーに帰ってきた

んだ｡アンドルー様とは子供時代を一緒に過ごした仲だから､肖像画を頼

トーマス･ゲインスバラ

((アントルース夫歪の肖懐))

1748-49年

ロンドン･ナショナルギャラリー蔵

まれた｡当時肖像画は大層人気があっ

たけど､ゲインズバラさんは､本当は

風景画を描きたかったんだよ｡絵を良

く見てごらんoバックの風景は､奥様

が持参した土地と併せて更に広大に

なったアンドルー様の領地｡結婚式を

挙げた教会や､収穫された小麦の束も

見えるよね｡ゲインズバラさんのち密

な観察力は､変わりやすいイギリスの

8/1高松市塩江美術館美術館の日ワークショップ

美術館の日ワークショップは､川遊び日

和の暑い夏の日､塩江美術館にて行われま

した｡川で拾ってきた様々な形の石からお

気に入りを選び､アクリル絵の具で装飾し､

動物やオブジェを作るコーナー｡A5位の大

きざのボ-ドに両面テ~プかボンドで色の'櫛三'

付いた砂で絵を描く砂絵のコーナ-｡こち　q-

らもA5位のボードに木の枝や葉っぱ､毛糸などをボンドで固定し

ながら､平面や立体を作るコーナー｡いずれのコーナーも､素材を

自分で選んで､好きなものを作ります｡特に制約はないけど､見本

もあるので､何を作ろうと迷っても大丈夫!好きなものを好きなだ

け-家族で参加してくれた方も多かったです｡自然に囲まれ風を

感じながら､大人も子どもも楽しんでいたワークショップでした｡

[田中えり子]

8/12　浅野放課後児童クラブ｢アートで遊ぼう!｣

(高松市立浅野小学校)

夏休みの真っ只中､出張アートで遊ぼう!

のため､浅野放課後児童クラブを訪問しま

した｡出迎えてくれたのは､小学1年生から

6年生まで総勢49人!幅広い年齢層を考

慮して､学年ごとのグループに分かれて遊

びました｡1年生はポスターの裏に大きな

丸を描き､丸の中を飾り付けて花火のよう

な作品にしました｡2年生はポスターの裏に寝転がり､自分の輪郭

を縁取り､等身大の自分の分身に色ぬりをしていきました｡3年生

は予め切って用意していた顔のパーツや服装のパーツの紙片を組

み合わせて､個性的な顔のコラージュ制作｡4- 6年生は安藤正子

さんの《竜の背中》の巨大パズルに挑戦しながら､じっくり作品を

鑑賞しました｡子どもたちのパワフルさで､楽しい時間になりまし

た!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[翠さやか]

はじめまして!新人学芸員からのごあいさつ

こんにちは､ 4月から高松市美術館でお世話になっております

石田智子と申します｡生まれも育ちも大阪で高松初心者ですが､

皆様に良くしていただいたおかげですっかり高松に馴染んでき

ました｡大学卒業後､神戸ゆかりの美術館で学芸員として働き､大

学院に戻りベルギーで1年間の留学を経て､高松市美術館にやっ

てきました｡大学院では江戸時代の絵画を研究していましたが､

高松市美術館のコレクションもこれまで開催された展覧会も素

晴らしいものばかりで､現代アートと讃岐漆芸にどんどん惹かれ

ていっています｡瀬戸内の美しい島々､街中にある安くて美味し

いうどん屋さんなど､香川独自の文化にも興味津々です｡これか

らも末永くどうぞよろしくお願いします｡　　　　【石田智子]

天候もちゃんと描いている｡お二人と僕の肖像は室内で制作し､キャンバスの中

で一つの絵になった｡こうして肖像画と風景画の二つを一緒にするという新しい

画風を確立したゲインズバラさんは一躍有名になったんだ｡彼は故郷のサフォー

クの景色を変していて､たくさん描いた｡ゲインズバラさんの絵画は少し後に生

まれたカンスタブルにも影響を与えたから､今でもサフォークでは二人の画家の

描いた美しい自然をたくさん見ることが出来るよ｡

さて､この絵には謎があって､奥様の膝の上には何も描かれていない｡これにつ

いては､｢これから生まれる子供のスペースだ｣と言う人や､｢アンドルー様が撃っ

た雑を置くはずだった｣と言う人もいる｡いろんな想像が出来て楽しいよね｡

ともかく僕は幸せさ｡大好きなご主人様とずっと絵の中で一緒なんだから｡あ

りがとうゲインズバラさん｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　[冨岡洋子]



臥闇高松巾美術館は'2015咋1月から柑咋

3月(予定)まで､人々的なリニューアルのため休館中で'その間を利川して念願だった一泊旅行に山掛けましたol口Hは余沢2 1世紀美術館へ｡聞かれた美術館というコンセプトの通り'外とのB.根がなく'人々が自由に行き火できる美術館です.屈示作品が素晴らしいことはいうまでもないのですが､この丈術館へのリピーターが多い要因は'誰もが災柴に行ける美術館だからではないかと感じました｡印象に伐ったのはジェームス･タレルの
《ブルー･プラネット･スカイ))｡大井の川角

い関目部から空を見上げるこの作目州は､クライマックスが目没前30分だそうで'怨がブルーから濃い詩へ'そして里州へと変化していく光のショーを楽しむものです｡仕掛けがあって､尖際よりは即やかなブルーが楽しめ'外へ出て雫を見た時'色が違っていることに気づきます｡静かに火.=だけを妃続けることは､時川に追われる口々からはあり=?ないことで､この時だけはゆったりと流れる時関を楽しむことができました｡ZHHは'次のとおり､3つの班に分かれて市内観光を行いましたo　　　　　　　　　　　　　[損汁ロバ山美一A仇▼鹿六糊-威光樹(せいそんかくて石川舶1.化犬術鮒(鴨3;玲舶)↓鈴木人拙郎1..人名聞のlつ､瀧六同を散策後'隣接する

くくフルー･プラネット･スカイ)杏

望口中(金沢21世紀美絹館)

成巽閥へ｡前川家1 2代の奥力の御殿で､加出l山万
1]=だけあって粋を凝らした組物とお道貝叛は托

応えがありましたo次は､石川県しけ美術館の鴨S=玲展へ｡自己探求の画家といわれている鴨居の絵は'探く暗く力強いo画面から鴨居のうめき声が聞こえてきそうです｡それとは反対に'デッサンの人物は､なんとfjき牛きとしているのでしょう!ここの美術館内には､有名パティシエ辻□博朽氏のカフェがあり'スゥィーツを堪能してから､鈴木大拙館へ｡静讃な建物はl比の価値があります｡余沢は'伝統とモダンがうまく鵬
へ目した心地よい街でした｡また行きます｡

l桃杵真由美一

B仇▼食沢城1鈴木人拙郎↓践町武家捕敷
余沢城を散策した後は､.J川;_f立又術餅へ行

普-隅にある有れパティシ工のカフェで早くも休憩｡屈.小を見る間もなく'鈴木人拙餌へと移動Lt禅の真髄に触れ'=山後はtiE町此家屋収へoe′も江`L時代の卜桝が桃く街抽みを少き'鏑木商湖という九;{焼のショップに入りましたo九谷焼といえば｢｡.代徳目八卜占脳｣(2011咋応松車美術鮒開催)を川心い目します｡鏑木家当,.iが災めたという腿l小目州の中に徳E八卜占･初代から川代までの作目州があり'作家の地.凡で作目Wを見るのはいいなぁと思いました｡[三好ひさ√]C仇▼ひがし茶-A:術↓｢ぷ雌｣お茶-je･文化郎1鈴木人拙鮒+=川の小1`以部とllll=われるひがし茶屋的に行きましたD汀戸叫代後期加糾い藩公認の茶屋街として遜乍しました｡(′もれ…=みと紅柄格子が続く当時の花街の術池みがそのまま伐っていました｡

次は'同指定重些文化財､｢･=･3摩｣お茶屋文化餅

へ01820叫に鯉てられた}-時のまま残るお茶hiで..隅が名やとなっています｡優犬な造りで江.〓帖代にタイムスリップしたような気分にo巾美の.人が人戊の=ーちんを教わる巾3両な

体験をLt楽しい時間を過ごしましたo以後は'金沢市出身の仏教乍古鈴木大拙にちなんだ施設を訪れました｡斬新な建物の汎収別名は余沢巾ゆかりの行目上目iL:氏です｡はい水髄に_血iした真っ自な桁のような建物'水.向は鏑のように火lJ樹木建物をTtL時折･Hがし､きざ波をたてますDuで
..韻色を視ttTで告を感じ静かで落ち点いた空聞o

のんびり刻が綿つのも忘れて過ごしました｡お米しみの食事は､美しい金沢駅近くの寿TEはさんへo能任しは漁船から直送のネタを美味しく傾き､心も体もリフレッシュした状態で帰途につきましたo　　　　　　　　　　　　[皆見礼.工

アート便り
編集後記

◎ClVlの仲間と金沢に旅しましたo観光客で賑わうなか､建物が素敵な鈴木大　虹色に輝いていました｡でも､シトシトと雨が降り､霧が流れる｡-服のお茶

拙館は現代の禅寺のように私達を静かに迎えてくれました｡　[鈴木典子] ･･幽玄の世界を夢想するのでしたo l山上紹代]

⑳金沢では､前EE]家の庇護のもとで作られた美術=芸品に､ただうっとリo皆　◎2015年1月から始まった美術館の大規模改修=事も終盤に差し掛かり､3

で食べたお寿司､美味しかったです｡　　　　　　　　　　　　[冨岡洋子】月予定のリニューアルオープンを目前に控えました｡展示室は床も壁も照明

oよき仲間との旅は､これまた良きものなり.感詔=　　　[槙井真由美]もすべて更新され､こども+という子どもを中心とした新たな施設も稼働し
ますoコレクション紹介を軸とする､あれこれ楽しい読み物を満載した吉籍

が発行されますo他にもいろいろな箇所が新しくなります｡これからスター

トに向けてのラストスパート(変な言い方! )が始まりますが､疲労で倒れて

しまわないよう､気をつけながら頑張ります｡高松市美術館20にぜひ､こ期

⑬世界三大名画と言われる内の二点｢オルガス伯爵の埋葬｣｢ラス･メニーナ

ス｣をみることができましたo迫力に圧倒されましたoその日は異国の空気に

包まれながら迎えた誕生日と重なり感動しました｡　　　　　[皆見礼子]

⑳京都･看龍殿の吉岡徳仁のガラスの茶室T光庵｣は､秋の光の中キラキラと　待くださし､ r　　　　　　　　　　　　[高松市美術館学芸員牧野裕二]

E)田田〒76010027香川県高松市紺屋町10-4 Tel : 087-823-1711 Fax: 087-851-7250
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